






















る。1950 年代は、国⺠党政府が台湾に移転した最初の 10 年に当たる。1949 年に発令され
た戒厳令に象徴されたように、反共主義の理念が⽂学の創作活動を凌駕したため、数々の











































































 第 1 に、⽂化政策の図書市場への影響を検証する。終戦直後から始まった国⺠党政府の




























































 全 7 章を通して、以下の４つの側⾯――⽂化政策、読者、⽂壇、出版（作品と作家を含
む）に分けてまとめることができる。 
 第 1 に、国⺠党政府の⽂化政策が台湾⽂学の⽣産構造にどのように影響したか。 
 この問いに対しては、台湾における⽂化政策を時期的に「戦後初期」と「50 年代以降」
に区分して考察した。戦後初期における⽂化政策は、いわゆる「脱⽇本化」を⽬的としたも























 第 2 に、50 年代の台湾⽂学を⽀えた読者は誰であったか。 
 この問題の核⼼は、どれぐらいの台湾⼈が中国語による⽂学の読者たり得たかにある。










































































                                                        
